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研究成果の概要（和文）：我が国ファッション事業の国際化に寄与する研究を目指し，国際ファッション市場に
対応する繊維工学的課題の解決，国際ファッション市場に通用するTPS/テキスタイル提案システムの構築を行っ
た．
国際市場に実績ある事業者を対象とし，現場の調査，衣服製作実験，商品の評価を行い我が国との比較を行っ
た．欧州・中国と日本における衣服・テキスタイル設計，評価および事業の違いを明らかにし，事業と技術の課
題を明らかにした．デザイナーのテキスタイル選択要件を調査し，テキスタイルの分類法，感性評価値を組み込
みTPSを構築した．日欧で評価実験を行い有効性を確認した．また，衣服・テキスタイル設計評価支援の技術的
知見を得た．

研究成果の概要（英文）：Aiming to contribute for globalization of Japanese fashion business, we 
studied about the  the problem of the textile engineering corresponding to the international fashion
 market and constructed TPS/ textile proposal system accepted in the international fashion market.
We targeted companies having a certain results in the international market and performed on-site 
investigations, garments production experiments, product evaluation and comparison with Japan. We 
investigated difference clothing and textile design and evaluation between Europe / China and Japan 
and clarified  problems in Japanese business. We investigated the requirements of the designers in 
textile selection and constructed TPS which incorporated a new classification of the textile and 
sensory evaluation values. We evaluated the TPS in Japan and Europe for textile selection by 
designers and verified the effectiveness. We also obtained technological findings of clothing and 
textile design.

研究分野： 繊維工学，衣服工学，感性工学
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１．研究開始当初の背景 
衣服には①身体保護の他に②身体表現機

能がある。②の比重の高い衣料をファッショ
ン衣料と呼ぶ。衣料は装身具等と併せ着用者
の服飾を形成する。服飾は自由ゆえに造形の
対象となるが、社会規範の大枠に従うゆえ国
境を越えた共通性もあり、これが起因して国
際市場を形成する。ファッションの国際化と
は、国境や地域を超えた市場を認識し、ター
ゲットを設定し、顧客が「欲しがる」服飾を
予測し衣服を設計･製造することで、当然に
その原材料(糸・布)の設計･製造も含む。「欲
しがる＝売れる＝着用」が重要である。しか
るに日本の衣料は、国際市場では結果として
売れたという実績が乏しい。僅かない例外を
除くと国際市場でのプレゼンスが低い。超空
洞化（数量ベース衣料輸入浸透率 95％強）を
招き、生産技術や設計・販売ノウハウを喪失
させた（大谷他 2014、論文 21）。 
 
２．研究の目的 
我が国ファッション事業の国際市場での

プレゼンスが低い原因を探り、我が国ファッ
ション事業の国際化に寄与する研究を目指
す。そのために，繊維工学、被服学・服装造
形学、感性認知情報学、商学・経営学の知見
を統合し、1) テキスタイルの設計課程や製造
工程の知見、服飾設計特徴の整理、認知的限
界の開示、情報の標準化、2) ファッション製
品の製造工程に関わる裁量とその効果の解
明、3) テキスタイルプレゼンテーション・製
造工程に関わる情報収集と以上の成果を基
にしたテキスタイル提案システム(TPS)を構
築する。 
 
３．研究の方法 
研究を２分野に分け、研究を進めるととも

に知見を統合し TPS の構築を進める。 
(1)分野１：【国際ファッション市場に対応す
る繊維工学的課題の解決】 
国際ファッション市場に対応する繊維工

学的課題の解決のため、テキスタイルの設計
と服飾造形について、技術的経営的研究を行
った。国際市場に実績ある Cm（クチュール
メゾン）や Ff（ファストファッション）およ
び Tm（テキスタイルメーカー）をベンチマ
ークとする。 
① 先行研究や実態調査からCmやFfのテキ

スタイル選択の過程を推定し、服飾設計
の特徴を整理して繊維工学に取り入れる。 

② テキスタイル提示に関する服飾設計者の
認知的限界を明示する。ファッションビ
ジネスで何が重要なのかに準拠して繊維
工学を再解釈する。 

③ テキスタイル属性の説明について標準化
を模索するため、ファッション衣料の設
計･製造におけるテキスタイル情報の利
用上の特徴を明確にしていく。 

④ ファッション衣料の製造における工程裁
量とその効果を解明する。その事例を収

集する。 
⑤ TmがCmやFfに対し新規に取引しある

いは既存取引を維持するさいに、自社テ
キスタイルをいかにプレゼンテーション
するか、その見本や試作をどう準備する
か、いかにして量産に踏み切るか、設計
過程・製造工程を調査し繊維工学に取り
入れる。 

(2)分野２：【国際ファッション市場に通用す
る TPS/テキスタイル提案システムの構築】
分野 1 の成果を踏まえ国際市場での
e-Commerce を 想 定 し 、 TPS （ Textile 
Proposal System/テキスタイル提案システ
ムの構築）を目指す。 
① 服飾造形や衣服設計で重要となる質感と

ドレープを的確に表現するため、力学特
性の視点を強化する。これにより、テキ
スタイルの動きを円滑に表現し触覚特性
の予測に及ぶ。 

② 国際展示会を考慮した BtoB ベースの
TPS 性能実験を海外で実施する。 

③ 素材・織り編み・染色・加工における日
本製品の技術的優位性・差別性の有無、
コスト・加工工数・納期・試作対応など
を調査し、TPS 利用による条件改善の可
能性を探る。 

 
４．研究成果 
(1)①デザイナーの生地選択過程を調査（学
会発表 7）、②所定のジャケット設計試料によ
り伊仏でパターンと展示用試作を行い、設計
過程・製造工程･展示品シルエットの特徴を
調査し、日本が平面的で伊が立体的と実証。
アイロン処理を伴わず相応にシルエットを
維持する点に伊の設計の特徴を指摘（論文
21）。日欧ジャケットを比較、エレガンスを
感じる形状要素として肩、腰、背の曲線を指
摘した（論文 19）。②織物で皺なく衣服曲面
を形成する範囲指標を提案し測定方法を開
発（論文 2）。③中国における人体計測を実施、
体形の特徴を分類した（論文 15）。日中の商
品衣服の市場性を国際比較し、中国ではデザ
イン要素を重視、日本では縫製品質重視の傾
向を指摘した（論文 17）。日伊における衣服
嗜好における着心地の重視度を比較し、その
差を指摘した（論文 10）。④パターン設計に
おけるパタンナーの経験と裁量を調査、熟達
による裁量範囲の増加を指摘した（論文 7）。
⑤衣服のサイズ変更の自動化手法を提案し
た。個人対応シャツのための肩形状の新規採
寸法とパターン修正法を提案した（高寺、金）。
4 か国の異なる原型で衣服を制作、ボディと
の適合を求評した、原型には想定寸法が存在
するため、ボディへの適合性が異なることを
指摘した（論文 6）。⑥Semantic Differential
スケールを設定してファッションデザイン
の印象評価を実施した。評価値、および、因
子得点の時系列変化からファッショントレ
ンドの変遷を明らかにした（論文 4）。 
⑦メゾンの“プレタポルテ”の設計過程を補



強するべく、Christian Dior の styliste（設
計主務者）交代の事例を取り上げ、その原因
を売上不振による設計者の責任問題と推定
した（論文 8）。さらに、世界市場に展開する
大手 Ff の設計過程が、需要地であるファッ
ション都市から隔絶されたところで、
stylisme が推進されている事実に注目し、
そこに情報処理システムが存在し、かなり AI
化ないし IoT 化されていると推定した。この
中身を明示するには、stylisme そのものを、
記号で描く必要を説き、設計の定式化を試み
た（論文 9,11）。そのうえで、stylisme が仮
説の提示、その実証が売上と捉えるなら、売
上不振の原因究明も、stylisme を明らかに
するために寄与すると考えた。 
(2)テキスタイルの標準尺度・標準試料の定
式化のため、①TPS における生地表現のため
のドレープ等画像・映像の撮影法を提案した
（論文 5）。また、「布地の視覚的薄さ・厚さ
判断の自動計測装置」を開発し、特許を出願
した。②ドレープの表現とインタラクション
を仮想化するシステムを提案、試作した（論
文 16）。③触感スキャナと触感提示装置をテ
キスタイルに最適化し、関連した情報を持っ
た画像に変換し、さらにその画像群を深層学
習に掛け、テキスタイルの触感を識別するシ
ステムの開発を行った（学会発表 2）。④能動
的受動的触運動による材質感評価を実施。試
作した触運動量測定装置による材質感評価
量から、材質感評価には示･中･薬指による能
動的触運動が適すると判明した（論文 23）。
⑤グローバルオンライショップにおける Cm･
Ff アパレルの有彩色の色相変化からブラン
ドとシーズンの特徴を指摘した（論文 1）。⑥
糸の特性から布の曲げ特性を予測する式の
検証を実験的に行い糸の屈曲（クリンプ）の
影響を明らかにした（高寺、金）。布のバイ
アス方向の時間に伴う変形（クリープ）への
芯地の効果を理論的予測（論文 3）。クレープ
織物のテクスチャと伸長特性の関係を解明
（論文 20）。⑦布の剛性がジャケットの外観
に及ぼす影響を定量評価した（論文 13）。 
⑧プルミエールヴィジョン（PV）に出展した
日本企業9社の分析を行った。成功企業には、
欧州市場に合わせた製品を投入する工夫が
見られた。ⅰ)製品力及びビジネスモデル、
ⅱ)新しい提案や開発をし続ける能力、ⅲ)メ
ゾンなど顧客の要求への対応力が備えられ
ていた。いずれも場合も高い技術力は持って
いたものの、最初知名度は殆どなかった(韓)。
TPS の利用により、知名度を高めるまでの投
資を少なくできる可能性が示唆された。 
(3)TPS 構築のため、より使いやすいテキスタ
イル分類をめざし、国際展示会等で生地を購
入、国内外商社･メーカーからサンプルを
2000 種以上収集し、風合い評価、衣服製作を
実施。生地の分類法を検討し TPS の DB 構築・
評価実験を行った。テキスタイルの標準尺
度・標準試料の定式化のため、①生地を感覚
的に表現した言葉(感覚表現語)により生地

に評価値を付けた生地データベースを試作。
感覚的な用語や評価値を用いて生地を検索
できるシステムを構築した。国内実務経験者
による実験を行い、アイテムを想定し生地候
補を絞込む。システムが有用との意見から実
用可能と判断し、特許「生地検索システム及
び生地検索プログラム」を出願した。海外市
場での TPS 使用を想定し、英語版 TPS を試作
し、スウェーデン Boras 大学、および英国ヘ
リオットワット大学の協力を得て BtoB 取引
を想定し、海外デザイナーに TPS の評価実験
を行った。その結果、デザイナーの認知限界
を補い、生地を選択できる有効性を確認した
（学会発表 1,3）。この過程でドライ―ウェッ
ト感は英国では dry-smooth が適切と指摘さ
れた。また、同感覚には視覚と触覚に対応す
るものがあり、評価項目を分けることで対応
した。②ジーンズ生地を中心に生地の感覚評
価行い、分析した。TPS 評価項目の妥当性を
示した（論文 14）。感覚評価は物理測定から
予測可能なものもあるが、デザイナーの生地
評価には国際的共通性があり、感覚評価を実
務経験者が行うことの妥当性を示した。TPS
へのテキスタイルシミュレーション画像使
用の有効性を検討、柄の大きな生地、色違い
生地画像の代替え可能性を示した（論文 12）。 
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